
各　位

　当財団では昭和58年より調査研究助成制度を設け、広く学究者はもとより

一般の方から公募を行い、厳選の上これを報告集にまとめ発刊し、

国立国会図書館に納本すると同時に多くの方々の購読を頂いております。

　この度　皆様からのお問合わせを多数頂いていることに鑑み下記の

特別価格で頒布をさせて頂くことと致しました。

　和食が世界無形文化遺産に登録され、食文化に対する関心の高まるなか、

特別価格の提供を契機として、学究の皆様はもとより一人でも多くの方々に

当報告集をお求め頂き、日本の食文化に関する理解を深めて頂くことにより、

その振興に些かでも貢献したいと願うものです。

　尚、各号の内容(研究タイトル・著者名)等の詳細に関しては、別紙の一覧表を

ご参照頂きますようお願い致します。

皆様のお申込をお待ちしております。

定価 特別価格

¥3,500 ¥2,000

¥2,500 ¥1,500

¥2,500 ¥2,500

配送料金のご案内

配送料金 備考 　注： 1部乃至2部の場合は「メール便」になります。

¥100 メール便 　(メール便の場合、最大1週間かかる場合もあります)

¥200 メール便

¥400 宅配便

2部

3部以上

一般財団法人日本食生活文化財団

11号から28号 17号を除く(完売の為)

29号 平成26年3月刊行　(最新刊)

部数

1部

記

価格表

号 備考

1号から10号 1号.2号.6号.7号を除く (完売の為)

平成26年7月吉日

理 事 長  　三 田 芳 裕

特 別 価 格 の ご 案 内

正式名称：「日本食生活文化調査研究報告集」

仮称：「報告集」
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（順不同・敬称略）

第３号

瀬戸内沿岸地域における海藻料理の伝承について
高橋正侑
今田節子

ノートルダム清心女子大学家政学部 岡山

新しい食材料・加工食品等の受容に関する研究
生川浩子
高桑稔子

金城学院大学短大部
愛知大学短大部

愛知

福島県南会津地方の伝統食に関する研究
-館岩かぶについて-

菊池節子 郡山女子大学助手 福島

こんにゃくの食感に関する研究 鵜飼光子 群馬女子短期大学助教授 群馬
大阪府の郷土料理に関する研究
-吹田市岸辺地域における昭和初期の食生活調査-

上島幸子 大阪成蹊女子短期大学教授 大阪

山形県置賜地方における伝統食の研究
高垣・三用
松本・鈴木

山形県立米沢女子短期大学 山形

女子学生の外食パターンと生活状況の関連性 河野昭子 大手前女子短期大学講師 大阪
岩手県における鬼ぐるみに関する郷土色伝承と
その背景

大森 輝
魚住 恵

岩手県立盛岡短期大学 岩手

京都府下に伝承される納豆食文化 畑 明美 京都府立大学生活科学部教授 京都

第４号
現存するジャポニカ系赤米の食文化的背景ならびに
食品学的研究

宮川金二郎
大坪藤代

香川大学教育学部教授
長崎女子短期大学助教授

香川
長崎

大正初期における愛媛県周桑郡地域別食生活調査 中川敬子 山口女子大学助手 山口
現代の食生活と食器の関わりについて 長野・馬路・渡辺 岐阜大学教育学部 岐阜
太平洋戦争下における我国の食生活及び食物事情について
（第１報）

小田・大橋・川島
渡辺・加藤

昭和女子大学家政学部 東京

北海道移住と食文化事情
-新十津川町にみられる母村文化の伝承-

民志和子
山本愛子

静修短期大学教授
天使女子短期大学助教授

北海道

第５号
東西食文化の日本海側の接点に関する研究
 -幾つかの「食」についての接点の位置及び
バタバタ茶について-

本間・渋谷・石原
佐藤・新宮

県立新潟女子短期大学
新潟県民族学会

新潟

太平洋戦争下における我国の食生活及び食物事情について
（第２報）

小田・大橋・川島
渡辺・加藤

昭和女子大学家政学部 東京

現代若者における食事マナーの意識と変容 奥田和子 甲南女子大学教授 兵庫
岡山県における焼米の食生態学的研究 太郎良裕子 ノートルダム清心女子大学助教授 岡山
第１部　セルフケアの視点から見た離島高齢化社会における
伝統的食生活の再評価に関する調査研究
第２部　現在の江島住民の食品・栄養摂取状況
（江島への報告書）
第８号

豪雪地帯の冬季における食生活の実態と課題に関する研究
山口務・守田（良）
守田（尚）

金沢大学教育学部教授
金沢大学院

石川

沖縄における食生活文化の形成 山本 淳 帝国女子大学家政学部教授 大阪
長崎の伝統料理における南蛮文化の影響に関する研究 片寄眞木子 玉木女子短期大学教授 長崎
海藻の食習俗　-「備前の白藻」特長と変容- 今田節子 ノートルダム清心女子大学助教授 岡山
奈良朝の食文化に関する研究 池添博彦 帯広大谷短期大学教授 北海道

第９号

孤島において伝承される麦の利用に関する研究
（麦餅・麦酒・麦酢）

大坪・宮川
田代

長崎女子短期大学
香川大学教育学部
対馬農業改良普及所上県支所

長崎
香川

沖縄本島と奄美大島の魚食文化 山本 淳 大阪国際女子大学人間科学部教授 大阪

食生活文化継承の現状に関する日韓両国の比較
春田和子
金 惠子

鹿児島純心女子短期大学教授
清州教育大学副教授

鹿児島
韓国

福島県郷土料理・こづゆとザクザクの伝承と変容に関する研究
 －伝承の実態とその特色ー

佐原 昊
鈴木真也

郡山女子大学教授
古典料理研究家

福島

古記録による香川県下の食生活調査
調味料　ー配合と製法・料理と調味ー

秋山照子 香川県明善短期大学教授 香川

第１０号
長崎の伝統料理における中国南部地方文化の
影響に関する調理学的研究

片寄眞木子 玉木女子短期大学助教授 長崎

大和の民間祭祀に伝承される食饌
-奈良盆地東南部の秋祭を中心に-

冨岡典子 桜井女子短期大学専任講師 奈良

食生活文化に関する調査研究報告集頒布一覧表

片寄眞木子 玉木女子短期大学助教授 長崎
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八丈島におけるテンナンショウの食用化に関する
伝承技術の調査研究

富岡和夫 聖徳大学短期大学部教授 東京

炭焼き加熱に関する調査・研究 杉山久仁子 横浜国立大学大学院研究生 神奈川
日本古代における斎の基礎的考察 牛山佳幸 信州大学教育学部助教授 長野

第１１号
三重県志摩地方における海女の食生活実態調査 小川宣子 岐阜女子大学家政学部助教授 岐阜
自家用味噌醸造からみた東西食文化の日本海側の
接点に関する研究

本間信夫
石原和夫

県立新潟女子短期大学教授・
県立新潟女子短期大学助教授

新潟

食物に色名にみる日本人の色彩感覚 高宮一彦 共立女子大学教授 東京

第１２号
北海道の蝦夷期における食生活文化に関する研究 池添博彦 帯広大谷短期大学教授 北海道

対馬の腐敗法によるくずサツマイモの加工
「センダンゴ」のルーツ

宮川金二郎
難波敦子・周艶陽

鈴鹿医療学技術大教授・
常盤会短大教授・香川大学院生

三重
大阪
香川

徳島県下の行事食の現状から見た食文化の考察 坂東絹恵 四国大学生活科学部助手 徳島

第１３号
北海道における食文化の形成と変容に関する研究
-宮城県亘理町と北海道伊達市との研究比較-

小田嶋政子 北海道女子短期大学教授 北海道

旧久米村（閩人三十六姓）における行事食の伝承 岩間範子
香川栄養専門学校
栄養専門課程専任講師

東京

日本料理の盛り付けにおける赤色系の文化的意義と
色彩的役割

柳沢幸江
高橋ひとみ

和洋女子専任講師
織田栄養専門学校教員

千葉

第１４号
天竜川周辺の食の変遷
-田楽・田遊びの食を中心として-

中野典子
馬場景子

椙山女学園大学助教授
中部大学非常勤講師

愛知

大和の民間祭祀に伝承さるる食饌（２）
-祭りの日の牛蒡料理-

冨岡典子 桜井女子短期大学助教授 奈良

日本におけるゴマあえの成立と変容 武田珠美 聖カタリナ女子短期大学助教授 愛媛

第１５号
アジア各地とわが国に伝わるポルトガル系食文化に
関する比較調理学的研究

片寄眞木子 神戸女子短期大学教授 兵庫

大分県における「鮎うるか」の特徴について
高松伸枝
望月 聡

九州福祉衛生専門学校専任教員
大分大学教育学部助教授

大分

「養育院」における大正・昭和期の食生活の変容
湯川・鈴木
松本・高橋

東京都老人総合研究所疫学部門
女子栄養大学料理学研究室

東京

第１６号
蕎麦利用の日本・中国・欧州における
食文化学的比較研究

池田清和
池田小夜子

神戸学院大学栄養学部助教授
神戸学院大学栄養学部助教授

兵庫

魚料理の多様性に関する研究 岸田恵津 兵庫教育大学助教授 兵庫
海藻の食習慣とその背景
－「薬効をもつ食べ物」としての海藻利用-

今田節子
ノートルダム清心女子大学
人間生活学部食品栄養学科教授

岡山

第１８号
近世における旅と食事への関心
－信濃善光寺関連の道中記を素材として-

牛山佳幸 信州大学教育学部助教授 長野

「塩イカ」「煮イカ」の伝承とその変容
－日本海産イカの利用にみる長野県内の地域特性-

中澤弥子
三田コト

長野短期大学専任講師・
長野短期大学名誉教授

長野

特別寄稿「ついばむ」食事の伝統
-日本人における雑食性-

神崎宣武 民俗学者 東京

第１９号

工場法改正における食と健康関連書類の研究
中野典子
馬場景子

椙山女学園大学助教授・
名古屋工業大学等非常勤講師

愛知

江戸時代後期の史家・頼山陽一家の先祖忌祭に
登場する献立メニューの解析

小竹佐知子
大久保恵子

山梨県立女子短期大学
前東京成徳大学

山梨

近世金沢の菓子文化の基礎研究
 -鶴村日記に見る金沢菓子データーベース
作成を中心に-

深井康子 富山短期大食物栄養学科 富山

第２０号
主婦の日記にみる幕末から明治期の食生活
-「小梅日記」を中心に-

櫻井美代子 東京家政学院大学助手 東京

地域野菜「尼いも」の復活と食文化展開に
関する研究

片寄眞木子 神戸女子短期大学教授 兵庫

特別寄稿　沖縄の食生活文化瞥見 高松圭吾 相模女子大学名誉教授 東京

第２１号
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「でんがく（田楽）」料理の発達
-奈良県・三重県の食習俗を中心に-

冨岡典子 畿央大学専任講師 奈良

縄文文化における魚料理の調理法
-千葉県・茨城県を中心として-

日暮・島崎
小笠原・山田

日本大学講師　他 東京

北海道における正月の食行動
-母村文化の伝承-

山本・山口
長谷川

天使大学教授　他 北海道

第２２号
伝統食品としての干し大根のつくり方および利用方法
に関する日本と台湾の比較調理学的研究

福永淑子 上野学園大学短期大学部教授 東京

児童の魚介類摂取に及ぼす要因の検討
 -児童とその保護者の魚に対する意識を中心にして-

森惠子
保田芳枝
宮原公子

美作大学短期大学部教授　他 岡山

特別寄稿　戦後６０年の食生活
特に刺身文化とそれを支える脇役、裏方

宮沢文雄 実践女子大学名誉教授 東京

第２３号
近代料理書に見る家庭向け中国料理の形成と
その受容の特質

東四柳洋子
江原絢子

東京家政学院大学非常勤講師
東京家政学院大学教授

東京

韓国の年中行事と通過儀礼に見られる
餅文化研究

桂在圭
秋野晃司
高村聖子

静岡文化芸術大学助教授
女子栄養大学教授
女子栄養大学助手

静岡
埼玉

衛生学的視点からみたベビーフード
および母乳中の硝酸塩量

岩谷昌子 相模女子大学短期大学部助手 神奈川

第２４号
名菓成立の要因と背景 橋爪伸子 香蘭女子短期大学准教授 福岡
中国歴代主要薬書に見る茶 岩間眞知子 東京国立博物館特別研究員 東京

第２５号
会津地方に現存する小笠原流礼法書及び
巻物にみる儀礼と食文化

平出美穂子 郡山女子大学准教授 福島

「平成の彦根りんご」復活と地域おこしへの展開 河野篤子 京都女子大学准教授 京都

第２６号
戦時下の食政策における「科学的」及び
「合理化」の追求と食生活
～総戦力体制下の日本と植民地朝鮮において～

朴　卿　希
オランダ国立ライデン大学
大学院生

オランダ

まつりを通した伊賀食文化圏の特徴について
駒田亜衣・谷口
中井・梅澤

三重短期大学助教　他 三重

第２７号

ゴマ豆腐の起源と調整条件に関する食文化的考察
佐藤恵美子
筒井和美

新潟県立大学教授　他 新潟

食文化形成力に向けての取り組み
-飛騨国府町を事例として-

小川宣子
他６名の皆様

中部大学教授　他 愛知

第２８号
「高度経済成長期」の離島における食生活の「改善」過程
  -熊本県天草地方を事例に-

増田 仁 熊本大学専任講師 熊本

京都商家の暮らしと食
  -幕末における贈答・互酬を例に-

島﨑とみ子 女子栄養大学教授 東京

第２９号
戦前から戦後にわたる学校給食の歴史について
～仙台市の事例をもとに～

氏家幸子 仙台白百合女子大学講師 宮城

うま味調味料フードシステムの発展過程 佐藤奨平 一般財団法人農政調査委員会 東京


